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Scheme 1. Luminescent Mechanism of Firefly 
Table 1. Bioluminescence Activity of 1 
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私は１を人工ルシフェラーゼとしてデザイン、合成した。 
 １を用いてホタルルシフェリンとの発光反応を行いその発光強度を測定したところ、天然のルシフェラーゼが 250




















いて、生成物６を 1.8％ee と低いながらも今後の応用の期待できる結果が得られた。 
Scheme 2. Catecholase Activity Scheme 3. Oxidative Coupling of Phenols 
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 本研究は人工酵素開発の基礎になりうると考えられる。 
１）Branchini, B.R. ; Southworth, T.L. ; Murtiashaw, M.H. ; Boije, H. ; Fleet, S.E. Biochemistry 2003 , 42, 10429 












ことを見いだした。本錯体の生成は UV スペクトル、及び PPh3 の酸化活性から確認している。 
 本錯体は、カテコラーゼ活性を有しており、またフェノール類の酸化カップリング反応において高活性な触媒とな
ることも見出している。更に本錯体が光学活性体であることから、不斉反応への応用についても検討し、ナフトール
誘導体の不斉酸化カップリング反応において、低いながらも不斉誘起を確認している。本研究は人工酵素開発の新た
なアプローチとして独創的であるばかりでなく、室温で酵素活性を再現した初めての人工カテコラーゼとしても意義
深い。よって、本論文は博士（理学）の学位論文として十分価値あるものと認める。 
